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【
学
生
の
目】

不
動
産
の
課
題
探
求
の
た
め
に
新
浦
安

を
歩
い
て
い
る
と
興
味
深
い
住
宅
街
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
た。

住
宅
地
全
体
が

一

体
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
で
囲
ま
れ
て
い
る

（
写
真）
。

興
味
深
い
と
感
一

吐
四
叙
〈

キ
J

一
プ
ザノ
イ
ン

す
る

じ
る
景
観
と
な
っ
て
い
る

理
由
を
考
え
る
と、

3
つ
の
工
夫
が
見
え

て
く
る。

1
つ
自
は、

擁
壁
に
あ
る
程
度
の
高
さ

が
あ
り、

塀
の
よ
う
に
見
せ
る
工
夫
だ。

新
浦
安
の
土
地
は
海
が
近
い
こ
と
か
ら
水

害
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る。

地
盤
面

を
想
定
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
よ
り
高
く
す

る
こ
と
が
基
本
と
な
る
が、

か
さ
上
げ
し

た
地
盤
面
と
道
路
面
に
高
低
差
が
生
じ

る。
擁
壁
を
設
け
ず
自
然
な
の
リ
面
に
す
る

と
見
た
目
に
は
や
さ
し
い
が、

建
物
配
置

で
き
る
範
囲
が
狭
く
な
る。

反
対
に
垂
直

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る
と
圧
迫
感
が
あ

リ、

デ
ザ
イ
ン
性
が
低
く
な
る。

こ
こ
で

は
垂
直
の
擁
壁
を
用
い
て
い
る
が
地
盤
面

の
高
低
差
以
上
の
高
さ
が
あ
り、

土
留
め

の
た
め
の
擁
壁
で
は
な
く
塀
の
よ
う
に
見

え
る。

仕
上
げ
に
擬
石
を
用
い
て
い
る
こ

と
や
所
々
に
門
柱
の
よ
う
に
突
出
し
た
部

分
が
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
効
果
的
だ。

2
つ
目
は、

通
り
か
か
っ
た
と
し
て
も

地
盤
面
と
道
路
面
に
高
低
差
が
あ
る
と
気

付
か
せ
な
い
工
夫
で
あ
る。

地
面
が
と
て

も
大
切
な
こ
と
は
疑
い
が
な
い
が、
「
泥

で
汚
れ
た
ら
手
を
洗
う」

な
ど、

衛
生
の

観
点
か
ら
は
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
が
あ
る。

道
路
面
よ
り
高
い
地
盤
面
の
近
く
を
通

行
す
る
場
合
は、

い
つ
も
以
上
に
自
と
地

面
の
距
離
が
近
く
な
る
こ
と
に
加
え、

敷

地
内
に
雑
草
が
茂
り、
f'

J

み
や
廃
棄
物
を

目
に
す
る
な
ど、

よ
く
な
い
印
象
を
持
つ

こ
と
が
少
な
く
な
い。

こ
こ
で
は
外
構
の

デ
ザ
イ
ン
に
工
夫
が
あ
り、

高
低
差
の
あ

る
住
宅
街
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い。

3
つ
目
は、

住
宅
地
に
統一

感
と
広
が

り
を
持
た
せ
る
工
夫
だ。

ま
ず、

塀
の
よ

う
な
擁
壁
が
住
宅
街
全
体
を
取
り
囲
ん
で

統
一

感
と
広
が
り
を
持
た
せ
て
い
る。

加

え
て、

住
宅
の
構
造、

屋
椴
や
外
壁
の
色

を
同
じ
系
統
に
ま
と
め
て
い
て
一

体
感
が

機
能
優
先
し
過
ぎ
ず
景
観
配
慮
も

あ
る。

ま
た、

犀
根
の
形
状
を
切
り
妻
と

寄
棟
に
そ
ろ
え、

電
柱
を
地
中
化
す
る
こ

と
で
道
や
空
を
広
く
見
せ
る
工
夫
を
し
て

い
る。

南
関
東
域
で
30
年
以
内
に
M
7
ク

ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
70
％
程

度
と
想
定
さ
れ
て
い
る（
内
閣
府
H
P)
。

ま
た、

宅
地
建
物
取
引
業
法
の
関
連
で
は

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
関
連
す
る
情
報

の
説
明
が
義
務
化
さ
れ
る
な
ど、

防
災
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る。

災
害
対
策
に
お
い

て
は
機
能
が
優
先
さ
れ、

デ
ザ
イ
ン

性
が
二
の
次
に
な
り
や
す
い
が、

災

害
対
策
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
兼
ね
備
え

た
住
宅
地
や
住
宅
を
創
る
工
夫
が一

図
重

要
に
な
っ
て
い
る。

【
教
員
の
コ
メ
ン
ト】

地
盤
を
高
く
し
て
減
災
を
図
る、

高
低

差
を
支
え
る
擁
壁
を
デ
ザ
イ
ン
す
る、

そ

の
結
果、

災
害
に
強
い
美
し
い
住
宅
街
が

で
き、

資
産
と
地
域
の
価
値
を
高
め
る。

1
+
1
11
2
で
は
な
く、

3
に
も
4
に
も

な
る。

付
加
価
値
＋
持
続
可
能
な
街
づ
く

り
の
あ
り
方
を
若
い
感
性
が
捉
え
る。

明
海
大
学
不
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学
生
た
ち
の

防災性を忘めデザインに工夫


